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要　ࢫ　本研究では，SDGsの基本理念である「誰一人取り残さない」に基づき，ヤングケアラー問題を
題材として，ケイパビリティ・アプローチにより，社会問題の発ݟ及び解決ྗの育成に資する中学校社会
科公民学習の授業開発を行ͬた。本実践は，行੓ػ関と連ܞしてࠔ೉な社会的問題の解決をめ͟すもので
あり，ヤングケアラーの認知౓の֦大ͩけではなく，学習者の社会ࢀըに向けた取り組みとしてもҙٛの
ある授業になͬた。

Ωʔϫʔυ　ケイパビリティ・アプローチ　ヤングケアラー　誰一人取り残さない　社会問題
　　　　　　マーサ・C・ψスバウム

ᶗɽ͸͡Ίʹ
　本研究は，SDGsの基本理念である「誰一人取り残
さない（leave no one behind）」に基づき，ヤングケ
アラー問題を題材として，ケイパビリティ・アプロー
チ（capability approachʗcapabilities approach）によ
り，社会問題の発ݟ及び解決ྗの育成に資する中学校
社会科公民学習の授業開発を行うことを目的とする。
　౉部ཽ也は，「社会問題とは，人間のҙࣝとは関܎
なく実際にそうしたʰ問題ʱという実体が外在するの
ではなく，ある現実に対して人間がそれをʰ問題ʱと
なして社会の成員に対してҟ議ਃしཱてをすることݟ
により，現実の変革に向けての公的な議論をҾきىこ

すことによͬて成ཱする」とし，「これまでʰ問題ʱ
とは認ࣝされてこなかͬた現実に対して，そのࣗ໌ੑ
をٙい，ҟ議ਃしཱてをするためにඞ要となる知ࣝ，
資࣭，ٕೳ」を社会問題提ྗىとݺび，社会科で育成
す΂きྗとした（１）。以前から日本にはヤングケア
ラーに֘౰するए者・子どもたͪはଘ在していたが，
ヤングケアラーという言༿が社会で広く知られるよう
になͬたのは，最ۙのことである。すなΘͪ，「人ʑ
が社会問題ͩとみなす問題が，社会問題ͩ」（２）とすれ
͹，ヤングケアラーはようやく人ʑに問題として認ࣝ
されつつある社会問題であるといえよう。
　ヤングケアラーの問題については੓෎も関৺をもͬ
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ており，こどもՈఉிの創設に向けた2021年12月21日
のֳ議決定「こども੓ࡦの新たなਪਐ体੍に関する基
本方針について」では，「本དྷ大人が୲うと૝定され
ているՈ事やՈ଒のੈ話などを日常的に行ͬているこ
ども，いΘΏるヤングケアラーの問題について，社会
的認知౓を高めるとともに，෱ࢱ，介ޢ，ҩ療，教育
等の関܎者が৘報ڞ༗・連ܞしてૣظ発ݟ・೺Ѳし，
こどものҙ向にدりఴいながら，ඞ要な支援につな͛
ていく。」とड़΂られている（３）。
　ᖂ԰智子によれ͹，「ヤングケアラーとは，Ո଒に
ケアを要する人がいるために，Ո事やՈ଒のੈ話を
行ͬているेീࡀະຬの子どものことである。」（４）と
される。また，ᖛ島॔ዳは，「Կらかの࣬ױ，োがい
を༗する，高ྸである，または༮いՈ଒・親଒がい
て，そのためにケア（Ո事，介ײ，ޢ৘的サϙート，
通༁等）を୲ͬている子ども・ए者」（５）というイϝー
δでଊえられるଘ在であるとしている。ᖂ԰やᖛ島
は，࣏ࣗ体や日本ケアラー連ໍなどの民間ஂ体と協ྗ
しながら，ヤングケアラーに関する実ଶௐ査をਐめて
きた研究者である。しかし，൴ঁらの活動は，理解の
ある࣏ࣗ体等と連ܞしたݶ定的なものにཹまり，マス
ίϛに取り上͛られるまで，社会全体に広く知られる
にはࢸらなかͬた。マスίϛの中でこの問題にいͪૣ
くண目し，特集を組Μで報ಓしたຖ日新ฉ取材൝は，

「ヤングケアラーを国民のどれほどが知ͬているのか。
直༁すれ͹ʰएい介ޢ者ʱͩが，日本にはこの言༿の
໌֬な定ٛがଘ在しない。それは，日本社会が൴らの
ଘ在に目を向けてこなかͬた証左かもしれなかͬ
た。」（６）とड़΂ている。
　ヤングケアラーのଘ在は，小学生・中学生・高校
生・大学生などのए者にとͬて਎ۙな問題であるにも
かかΘらず，౰事者ࣗ਎が問題として認ࣝしていな
い，認ࣝしたとしても対ॲ法がΘからない，पғに知
られることをڪれてॿけをٻめられない，पғによる
発ݟが೉しい，पғが発ݟしたとしても介入すること
が೉しい，౰ہにおいても༗効な解決法がݟ出ͤない
など，社会の๊える解決ࠔ೉な問題である。
　これまで社会科教育においては，ヤングケアラーを
題材とする授業開発はほとΜど行Θれていない。その
理由として，ᶃ日本ではこの言༿ࣗ体が新しいもので
あること，ᶄヤングケアラーの定ٛが定まͬておら
ず，൑定のための໌֬な指ඪがないこと，ᶅ౰ہにお
いても۩体的な解決法がݟ出ͤていないこと，ᶆ౰事
者が教ࣨ内に在੶するՄೳੑがあり，対Ԡによͬては

౰事者をইつけるڪれのあること，ᶇたとえ教ࣨにヤ
ングケアラーがいたとしても，それはՈఉの問題で
あͬて行੓が対Ԡす΂きであり，学校では対Ԡしよう
がないというҙࣝが教ࢣにあること，などが͛ڍられ
よう。
　こうしたঢ়況の中で，社会科には，ヤングケアラー
などの社会で生͡ているਂࠁな問題を発ݟ・೺Ѳする
ことを通して，一人一人が生きるためのݯઘとなる

，えるとともにߟについてਂく「原（entitlement）ݖ」
問題解決に向け౰時者ੑをもͬて臨む授業を開発する
ことがٻめられる（７）。「一人一人の生き方の෯を広͛
る」を旨とするケイパビリティ・アプローチの視点に
ཱͪ，ヤングケアラーを題材とする授業開発を行うこ
とは，OECDの掲͛るΤーδΣンγー（変化をىこす
ために，ࣗ分で目ඪを設定し，ৼり返り，੹೚をもͬ
て行動するೳྗ）の育成にも資するとߟえる（８）。
　そこで本研究では，次のようなख順でߟ察をਐめ
る。は͡めに，社会科教育とケイパビリティ・アプ
ローチの関܎について，ઌ行実践等をもとに検討す
る。次に，高松市のヤングケラーの実ଶと行੓の取り
組みについて，文ݙやฉき取りௐ査をもとに検証す
る。その上で，ヤングケアラーを題材として，社会問
題の発ݟ及び解決ྗの育成を目指して開発・実践した
授業を分析し，ケイパビリティ・アプローチの視点を
社会科授業に取り入れることのҙٛと課題を໌らかに
したい。

ᶘɽέΠύϏϦςΟɾΞϓϩʔνͷҙٛ 
̍ɽݪݖͱજࡏೳྗ
　δϣン・ロールζは，合理的な人間であれ͹誰もが
ཉするとਪ定されるものを基本ࡒ（primary goods）
とݺび，基本ࡒの分഑により，社会の規定構଄を正ٛ
に適ͬたものにすることを目指す正ٛ論をএえた（９）。
ओ要な社会的基本ࡒは，ݖར，ࣗ由，ػ会，所ಘ，෋
であり，「ࣗଚという基本ࡒが中਻的なҐஔを઎め
る」（10）とされる。これに対しアマルティア・センは，

「基本ࡒはࣗ由の本࣭的な構成要ૉではなく，ࣗ由の
ためのख段としてݟる΂きであり」，「જ在ೳྗに基づ
く正ٛのධՁでは，人ʑの要ٻは，それͧれが࣋ͬて
いる資ݯや基本ࡒによͬてධՁされるのではなく，Ձ
஋ある生き方をબ୒するࣗ由が実際にどのくらいڗ受
されるかでධՁされる。」として，ロールζの基本ࡒ
のଊえ方を൷൑した（11）。センが提এしたケイパビリ
ティ（જ在ೳྗ，Մೳྗ）とは，「人が行うことがで
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きる༷ʑなػೳの組み合Θͤ」あるいは「ݸ人がબ୒
Մೳなػೳのす΂ての組み合Θͤ」であͬて，ある人
がԿを行ͬたり，Կかになͬたりするための実࣭的な
ࣗ由のことであり，ॏ要なػೳは「適੾な栄ཆをಘて
いるか」，「健߁ঢ়ଶにあるか」，「ආけられるප気にか
かͬていないか」，「ૣࢮにしていないか」などといͬ
た基本的なものから，「幸ↇであるか」，「ࣗଚ৺を
࣋ͬているか」，「社会生活にࢀՃしているか」などの
ෳࡶなものまで多ذにΘたる（12）。
　一方，マーサ・C・ψスバウムは，人が「人間のଚ
ݖ合ͬた人生をૹるために，す΂ての市民がݟに「ݫ
原を༗しているケイパビリティはෳ数あるとし，ଚݫ
のある人生の中৺的な要ٻ事項として10項目の「人間
の中৺的なՄೳྗ」をリスト化した（表１）（13）。ψス
バウムは，リストにある「Մೳྗのす΂てが，Կらか
の形で，社会正ٛに関する最小ݶのઆ໌においてෆՄ
ܽの要ૉ」であり，「これらをあらΏる市民にԿらか
の適੾なᮢ஋ϨϰΣルで保োしない社会は，෋༟さの
ਫ४にかかΘらず，े全に正ٛにかなͬた社会ͩとは
言えない」とड़΂る（14）。ψスバウムの提এするケイ
パビリティ・アプローチは，人間のଚݫの最௿条件と
してݖ原をଊえ，人ʑをܖ໿ओ体よりもڞ生をࢤ向す
るଘ在（他者との関ੑ܎にॆ଍ײを֮える社会的・੓
࣏的なଘ在）とଊえたものといえよう。
　教育哲学をઐ門とするഅ上美知は，ψスバウムのケ
イパビリティ・アプローチを教育に生かすことについ
て，学習者がケイパビリティをߟえることを通して，

ࣗらがஔかれている「生活の࣭」を൷൑的にଊえ返す
ことで，ࣗݾ教育やΤンパワーϝントがなされるとす
る。そして，「例え͹教育のػ会ۉ等が保োされてい
ても，教育のඞ要ੑが認知されていないՈఉやਫ਼ਆ的
に安৺できないڥ؀に฻らしている子はʰ教育のػ
会ʱというʰࡒʱを༗効には活用できないͩろう。ケ
イパビリティ・アプローチはロールζ的な分഑論では
ଊえきれなかͬたそうした文຺を໌らかにすること
で，より実࣭的なʰػ会のۉ等ʱや生き方のࣗ由の保
োをՄೳとするものであͬた」（15）とड़΂ている。ここ
には，教育の場で，ケイパビリティ・アプローチによͬ
て社会問題に迫ることのҙٛが୺的に表されている。

̎ɽઌ行実践ͷݕ౼
　ۙ年，ケイパビリティ・アプローチは，社会科教育
において༷ʑな面で注目されるようになͬている（16）。
ヤングケアラー問題を題材とする社会科授業を構૝す
るにあたり，ケイパビリティ・アプローチを活用した
ઌ行事例として，ळ田ਅの授業実践とഅ上の授業案を
取り上͛て検討する。
　ळ田ਅは，小学校６年生の社会科授業において、発
展్上国への支援の在り方―青年ւ外協ྗୂ員による
ࣗॿ౒ྗをॏ視する行動―を題材として，センのケイ
パビリティ・アプローチを活用し，ෆ۰な人ʑへの正
ٛの実現を۩体的にߟえることのできる児童の育成を
目指す授業を行ͬた（17）。ळ田実践では，青年ւ外協
ྗୂの行動について，ࡒの提ڙかࣗॿ౒ྗのଅਐかと

ද̍　ਓؒͷத৺తͳέΠύϏϦςΟɾϦετ
項　　　目 内　　　　　　　　　　容

１．生໋ 通常の長さの人生のऴہまで生きられること。
２．਎体の健߁ 健߁でありಘること。リプロμクティブ・ϔルス，適੾な栄ཆ，適੾なॅډがՄೳであること。
３．਎体のෆՄ৵ੑ ࣗ由なҠ動，๫ྗ的ܸ߈からの安全，ੑ的なબ୒のػ会の保࣋がՄೳであること。
ྗߟࢥ・૝૾ྗ・֮ײ．４ 。し，ྙ理的な൑அを下すことができることߟࢥ，を用いることができること。૝૾し֮ײ
৘ײ．５ ࣗ分たͪの外部にある෺や人ʑにѪ৘をもてること。ࢲたͪをѪしケアする人ʑをѪͤること。
６．実践理ੑ ળの構૝を形成しかつࣗ分の人生のܭըについて൷൑的にল察することができること。

７．連ଳ
̖．他者とڞにそして他者に向かͬて生きうること。
̗．ࣗଚと۶ৱを受けないこととの社会的基൫を࣋つこと。ଚݫのあるଘ在者として扱Θれ

ること。
８．ほかのछとのڞ生 動෺，২෺，ࣗવքを気ݣい，それらと関Θりをもͬて生きられること。

９．遊び সうことができること。遊Ϳことができること。ϨクϨーγϣン活動をָしむことができる
こと。

10．ࣗ分のڥ؀の؅理 ̖．੓࣏的な؅理：ࣗ分の生を཯する੓࣏的બ୒にࢀՃしうること。ਫ਼ਆのࣗ由があること。
̗．෺࣭的な؅理：࢈ࡒをҡ࣋し，人間として働き，他の࿑働者と૬ޓঝ認の関܎に入ること。

マーサ・C・ψスバウム著，ਆ島༟子༁ʰ正ٛのフロンティア―ো֐者・外国人・動෺というڥքをӽえて （ɦ法੓大学出൛2012，ہ年，
pp.90-92）をもとに作成

－3－



いうೋつの観点からߟえさͤる授業を実践している。
しかし，ळ田の実践には，ケイパビリティの֦ॆこそ
が人ݖのݯઘである，という視点はほとΜどݟられな
い。ࡒの഑分・提ڙよりも，支援としてのインフラ੔
උやٕज़の఻ୡの方が，ࣗॿ౒ྗのଅਐにܨがること
は理解できるが，それを以てケイパビリティの֦ॆで
あると言えるのͩろうか。ケイパビリティの本དྷの֓
念が，ळ田がߟえるものとあͬているかどうか，そし
てケイパビリティのॆ଍とݖ原を関連さͤてߟえられ
ているかどうかٙ問である。　
　一方，അ上は，「人間らしい生活の基࣠として基本
的人ݖを取り上͛る場合に，ケイパビリティをߟࢀに
することは問題の本࣭をよりଊえқくする」とし，基
本的人ݖの学習において，ψスバウムの中৺的ケイパ
ビリティ・リストを活用する小学校社会科の୯元案

。を開発した（18）（全６時間）「たͪの生活ࢲ法とݑ」
അ上の授業構૝は，生活保ޢをめ͙る問題を教材とし
て，ケイパビリティ・リストをߟࢀにすることによ
り，「人間らしい生活」についてࣗ分ࣗ਎の生活にଈ
して۩体的に理解するとともに，基本的人ݖのଚॏの
ためにԿがඞ要なのかをߟえるための基ૅ的な認ࣝを
ཆうことをめ͟したものである。たͩし，授業Ϟσル
にཹまͬているため，実践を行ͬた場合にどのような
効果と課題が表れるかはෆ໌である。അ上ࣗ਎もड़΂
ているように，授業案には「社会の形成者としてのࣗ
֮」のଅしがෆे分である。അ上の授業案には，ケイ
パビリティ・リストにরらし合Θͤて基本的人ݖをଊ
えることからもう一าਐΜで，社会にࢀըしओ体的に
社会に関Θろうとするҙཉやଶ౓を育むことがٻめら
れよう。

ᶙɽϠϯάέΞϥʔΛऔΓ͘רঢ়گ
　ヤングケアラーとされる子どものঢ়況は多ذにΘ
たͬているため，それͧれにԠ͡た支援がٻめられ
る。文部科学লҕୗによる令和２年౓子ども・子育て
支援ਪਐௐ査研究事業ʰヤングケアラーの実ଶに関す
るௐ査研究報告書　令和３年３月ʱには，「ヤングケ
アラーとࢥΘれる子どものঢ়況」について，全国から
ந出された中学校351校のճ౴が記載されている（19）。
　このうͪ，「Ո଒の代Θりに，༮いきΐうͩいのੈ
話をしている」とճ౴したׂ合が79.8ˋと最も多く，
次に「োがいやප気のあるՈ଒に代Θり，Ո事（ങい
෺，料理，ચ୕，૟除など）をしている」とճ౴した
ׂ合が29.3ˋ，「Ո଒の通༁をしている」とճ౴した

ׂ合が23.4ˋであͬた。また，「ヤングケアラーとࢥ
Θれる子どもについて、学校以外の外部の支援につな
いͩケースがあるか」という࣭問に対し，「要保ޢ児
童対ࡦ地域協議会に通告するほどではないが，学校以
外の外部の支援につないͩケースがある」が 43.0�，

「要保ޢ児童対ࡦ地域協議会に通告したケースがある」
が19.4ˋ，「外部の支援にはܨいでいない（学校内で
対Ԡしている）」が37.9ˋであͬた。外部の支援にܨ
がなかͬた理由としては，「本人がී通に学校生活を
ૹれている，ࠔりײがないため」「学校内で༷子をݟ
ているため」「保ޢ者の協ྗがಘられたため」「Ոఉに
౿みࠐむのが೉しいため」「本人が支援につな͙こと
をڋ൱したため」などが͛ڍられている。ヤングケア
ラーはՈఉ内のσリケートな問題であり，学校ͩけで
解決できるような問題ではないが，ヤングケアラーを
೺Ѳ・支援するためには，学校のଘ在はඞ要ෆՄܽで
ある。
　2022（令和４）年７月21日に開࠵された高松市総合
教育会議では，ヤングケアラーに関する支援について
議論が行Θれ，教育ҕ員会との連ܞをਤりながら，ૣ
のਪਐ，社会的認知౓の向上のࡦ೺Ѳ，支援・ݟ発ظ
つの方針がࣔされた（20）。そこでは，学校にඞ要なࡾ
取り組みとして，「教職員がヤングケアラーについて
知ること」，「児童生ెが教員に૬ஊしやすい関܎を作
ること」，「SC（スクールカウンセラー）やSSW（ス
クールιーγϟルワーカー）等のઐ門職の഑ஔをॆ実
さͤること」，「ヤングケアラーの支援についての૬ஊ
関があること」，「児童生ెࣗ਎がヤングケアラーにػ
ついて知ること」，「ヤングケアラー本人や保ޢ者の૬
ஊ૭口があること」が͛ڍられている。支援の第一า
が「気づき」であることを౿まえると，教職員の果た
す໾ׂは大きいが，子どもの視点からの「気づき」も
ॏ要になるのではないͩろうか。ヤングケアラーのૣ
೺Ѳに向けて，教職員ͩけでなく，子どもಉ・ݟ発ظ
士での「気づき」もଅすඞ要がある。どうすれ͹子ど
もたͪがSOSを出ͤるようになるのか，子どものঢ়況
に気づいてあ͛ることができるか，ということに目を
向けていくことが大੾である。高松市には，ヤングケ
アラーに関する૬ஊ૭口が市内全域に設けられてい
る。しかし，このことを知ͬている大人や子どもがど
れほどいるͩろうか。公的な支援体੍ࣗ体がෆे分で
あることにՃえ，SOSを出したいঢ়況にؕͬた時にど
うすれ͹よいのか全く分からない人ʑが，年ྸやੑ別
を問Θず大勢いることはਂࠁな問題である。その問題
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事前アンケートを実施した（香川大学教育学部附属高
松中学校第１学年生ె99名）。
　࣭問１「あなたはࠓまでにヤングケアラーという言
༿をฉいたことがありますか。」に対して「はい」と
ճ౴した生ెは65名（65.7�）であり， ࣭問２「（ࣗ分
ࣗ਎を含めて）पりにヤングケアラーとࢥう人がいま
すか。」に対して「はい」とճ౴した生ెは10名（10.1�）
であͬた。࣭問３「あなたはヤングケアラーとࢥう人
のことを誰かに૬ஊしますか。」に対しては，「いい
え」とճ౴した生ెが61名（61.6�）と多く，気付い
た場合でもࣗらखをさしの΂ようとしない܏向がݟら
れる。ヤングケアラーは，誰かに૬ஊすることを᪳᪯
うことが多く，पғの人間が関৺を࣋たないݶりその
ଘ在がӅれてしまい，社会的にཱݽするੑݥةがあ
る。࣭問４でヤングケアラーに֘౰するとࢥう項目を
બͿようにしたところ，「োがいやප気のあるՈ଒に
代Θͬて，ങい෺・料理・૟除・ચ୕などのՈ事を
行ͬている。」が86名（86.9ˋ），「Ոܭを支えるため
に働き，োがいやප気のあるՈ଒を支えている。」が
84名（84.8ˋ）であるのに対し，「Ո଒のݟ守りや੠
かけなどの気づかいをしている。」が35名（35.4�），

「Ո଒のために通༁をしている。」が47名（47.5�）と
なͬており，ʻՈ事・介ޢ・育児を大人に代Θͬて直
઀行う子どもʼという認ࣝがڧく，認ࣝのൣғのڱい
ことがΘかる。࣭問５「ヤングケアラーに対してどの
ような対ࡦや支援がඞ要ͩとࢥいますか。」（ࣗ由記ड़）
では，行੓による支援ۚやิॿۚのަ付などの経ࡁ的
支援に言及した生ెが31名（31.3�），ઐ門Ո೿ݣ，介
関設ஔ，認知֦大ػ用品ି༩，૬ஊޢ施設૿設，介ޢ
などの社会的支援に言及した生ెが36名（36.4ˋ）で
あͬた。たͩし，ヤングケアラーの保ޢ者はਫ਼ਆ࣬ױ
や依ଘ঱などによりՈ؅ܭ理ೳྗがܽ೗している場合
もあり，経ࡁ的支援がࠜ本的解決にܨがらないケース
もগなくない。࣭問６「ヤングケアラーにݶらず，ࣗ
分の೰み事を૬ஊする場合，あなたは誰になら૬ஊし
たいですか。」に対しては，「༑ୡ」が57名（57.6�）
と最も多く，次に「Ո଒」が45名（45.5�）であͬた。
一方，「೰みごとがあͬても誰にも૬ஊしたくはな
い。」が17名（17.2�）であͬた。୲೚や保健ࣨのઌ生
と౴えた生ెは，21名（21.3ˋ）であり，学校は૬ஊ
ઌとしてあまりॏ視されていないといえる。

̎ɽ୯ݩͷߏ૝
　ヤングケアラーの社会的認知౓の向上とともに，ૣ

を改ળするためには，問題の社会的認知౓を高めると
ともに，どこに૬ஊ所や支援場所があるのかをप知す
ることがॏ要になる。
　高松市健߁෱ہࢱこどもະདྷ部子育て支援課でฉき
取りௐ査を行ͬたところ，ヤングケアラーの໌֬な൑
அ基४がないために認定がඇ常にࠔ೉であり，ٮ଴や
ෆొ校といͬた事例ともີ઀に関連している場合がগ
なくなく，対Ԡが多ذにΘたるため൑அがඇ常に೉し
いとのことであͬた（2022年９月15日ฉき取り）。ま
た，香川ݝ健߁෱ࢱ部子ども੓ࡦਪਐہ子どもՈఉ課
でのฉき取りௐ査では，ヤングケアラーの൑அをする
際には，ް生࿑働লが一ൠ向けに公表しているアセス
ϝントγートをߟࢀにしているが，あくまで対৅とな
る子どもの܏向をଌる指針であり，チΣック項目の数
によͬてヤングケアラーを認定するΘけではないとの
ことであͬた（2022年８月17日ฉき取り）。
　行੓ػ関以外のஂ体が行ͬている子どものډ場所に
向けた取り組みとして，子ども৯ಊがある。高松市内
の子ども৯ಊ事業は高松市のҕୗにより実施している
が，ボランティアの協ྗແくしては成りཱたない事業
である。「たかまつ子ども৯ಊωットワーク」による
と，「子ども৯ಊは子どもをਅΜ中にஔいた地域のډ
場所」である（21）。子どもͩけでなく，あらΏるੈ代
の方も一ॹに過ごしており，৯事の提ڙ以外にも॓題
をするためや遊Ϳための場所になͬている。高松市に
は 24か所の子ども৯ಊがあり，֤中学校区にほぼ一
つずつஔかれている。子ども৯ಊはۙ年ϝσィアで取
り上͛られることも多いため，認知౓が上がͬている
一方で，ශࠔやোがいで೰Μでいる子どもが行く場所
であると認ࣝしている人もগなくない。しかし，子ど
も৯ಊはඞずしもそのような子どもが通う場所ではな
い。高松市԰島西町で子ども৯ಊ事業を行ͬている特
定ඇӦར活動法人ΏうΏうクラブにฉき取りௐ査を
行ͬたところ，日常をૹれないことにෆຬや課題のあ
る子どもに対して，「健߁で฻らͤる，行きたいとこ
ろにී通に行けるڥ؀，ී通に฻らͤる・遊΂る場所
を用ҙすること」を目ඪとしており，「本౰にͬࠔた
子どもがSOSを出ͤる場所にするためには，ͬࠔてい
ない時であͬてもཱͪدれる場所でなくてはならな
い」とのことであͬた（2022年９月30日ฉき取り）。

ᶚɽ୯ݩ։発ʹ͚ͯ޲ʔϠϯάέΞϥʔ໰୊ʔ
̍ɽࣄલΞϯέʔτ
　生ెの実ଶを೺Ѳするため，2022年11月18日（ۚ），
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೺Ѳに向けた取り組みやヤングケアラー支援・ݟ発ظ
のਪਐのॏ要ੑを学習者にҙࣝ付けることを目指ࡦ
し，小୯元「社会保োとࢲたͪの生活―ヤングケア
ラー問題―」（全２時間）を開発した（資料１・２）。
ヤングケアラーの問題は，経ࡁ的な問題以外に，Ո଒
構成のような子どもを取りרくڥ؀が大きく影響して
いる。ヤングケアラーの問題をߟえるには，ෳ数の視
点を設けるඞ要がある。本実践では，ψスバウムによ
るケイパビリティ・リストをߟࢀに，４項目（ओ体ੑ，

൷൑的ੑײڞ，ߟࢥ，社会ࢀը）の授業用ケイパビリ
ティ・リストをߟ案した（表２）。ψスバウムによる
リストから項目数をݮらすとともに，ҙݟを表໌した
り受容されたりする内容や，行੓を動かしてओ体的に
੓࣏ࢀըする内容を新たに௥Ճした。これらの項目
は，実࣭的ࣗ由を表すケイパビリティであり，ݸʑの
ケイパビリティを実際のػೳにどの程౓変׵するかと
いうことについては，ݸ人のબ୒に೚ͤることとし
た。例え͹，ヤングケアラーとしてのࣗݾを֮ࣗした

ྉ̍ࢿ
１．小୯元名「社会保োとࢲたͪの生活―ヤングケアラー問題―」
２．୯元の目ඪ
　˓ヤングケアラー問題を通して，子どもらしい生活の実現に向けて，社会全体で支え合う社会保োの在り方をઆ໌できる。
　˓現代のࠔ೉なॾ課題に対して，社会問題を発ݟ・೺Ѳする活動を通して，問題解決に向けた取り組みをओ体的にߟえ，ҙݟをड़

΂ることができる。
３．学習過程
　第１時「現代社会のॾ問題と地域社会」

学習内容 生ెのओな൓Ԡ 教ࢣの働きかけ・ཹҙ点
１．ヤングケアラーのଘ在に

ついて知る。
ᾇ ヤングケアラーの例を基

に，特௃を೺Ѳする。
ᾈ 子どもが子どもでいられる

֗の特௃を༧૝する。

２．ヤングケアラーの事例を
読Μで，問題の実ଶに気づ
く。

ᾇ 事例の中で特に気になͬ
た，印৅に残ͬた内容にઢ
をҾく。

ᾈ ઢをҾいた理由を記ड़す
る。

３．子どもが子どもでいられ
る生活の特௃をߟえる。

ᾇ 子どもが子どもでいられる
特௃をߟえる。

ᾈ 子どもが子どもでいられる
ためのݖརをߟえる。

４．子どもが子どもでいられ
るための条件をߟえる。

５．本時をৼり返ͬて，ࣗ分
のߟえを記ड़する。

・ヤングケアラーͬてどういう子どもたͪなのかな。
・ࣗ由な生活が子どもの生活なのではないͩろうか。
。たときにॿけてくれる大人がいることͩよͬࠔ・
・Կもしなくても生きていけることが子どもでいられ

ることͩとࢥうよ。

・౰たり前ͩとߟえていたՈ事の࢓事がॳめてී通で
はないことに気づいた。

・誰にもՈఉの話をしないようになͬてしまͬた。
・次第にSOSを出すことをఘめ，社会からཱݽした。
・AさΜも฼親も，どうしてSOSを出すことができな

くなͬてしまͬたのͩろうか。

・৺਎ともに健߁である。
・学校にいくことができる。
・Ո଒のために働かなくてもよい。
・ਐ学，ब職することをあきらめない。
・育つݖརはઈ対ඞ要ͩ。
・教育を受けるݖརがないと
　ࣗ分のやりたいことができなくなͬてしまう。

・ࣗ分もपりの人もヤングケアラーに関する理解がඞ
要になる。

。たときに૬ஊできるような大人がཉしいͬࠔ・
・ࣗ分たͪのҙݟを఻えられるڥ؀がඞ要になるので

はないか。
・ࣗ分を支えてくれる大人がいないと生活できない。

・ヤングケアラーは，਎ۙなところにいて，ࣗ分もヤ
ングケアラーになるՄೳੑがあることがΘかͬた。

・子どもらしい生活をૹることのできる大੾さがΘ
かͬた。

・実際にىこͬたヤングケアラーの実例につ
いての資料を഑付する。

・事前アンケートのճ౴を公表して，授業開
࢝時点でのヤングケアラーのイϝーδを֬
認する。

・ヤングケアラーの定ٛを֬認しヤングケア
ラーの要因がඞずしもශࠔとはݶらないこ
とを఻える。

・かΘいそう，൵ͩࢂというようなओ観的な
ҙݟにならないように生ెに఻える。

・ヤングケアラーを生み出す੹೚はՈఉͩけ
ではなく，社会にも੹೚の一୺があるので
はないかと問いかける。

・誰しもがヤングケアラーになりうるՄೳੑ
があることをઆ໌する。

・子どもでいられる特௃をߟえやすいよう
に，ヤングケアラーૣظ発ݟのための高松
市のアセスϝントγートを഑付する。

・児童のݖརに関する条໿の基本৘報や条文
を記載した資料を഑付する。

རが条໿で認められても，ヤングケアݖ・
ラーのようにݖརをे分に行࢖できないঢ়
ଶの人がいることをઆ໌する。

・条件についての内容は，活動前に電子ࠇ൘
でઆ໌を行い，理解を֬認した上で活動を
行う。

・授業用ケイパビリティ・リストを഑付し，
。にできるようにするߟࢀ

・資料を提ࣔして，ヤングケアラーが望むこ
とや問題解決の視点を活動の中に取り入れ
ることができるようにする。

たときに਎のճりの大人にSOSを出ͤͬࠔ・
ることが最も大੾であり，ࣗ分が望むこと
を実現できるػ会が保োされることがॏ要
になることをઆ໌する。

子どもが子どもでいられる生活とはどういうものなのͩろうか。
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場合においても，ࣗݾの現ঢ়をपғに知ͬてほしくな
けれ͹ແ理に公表するඞ要はないし，ඞずしもओ体的
に社会にࢀըするඞ要はない。すなΘͪ，授業用ケイ
パビリティ・リストの４項目は，ҙݟを誰かに表໌し
たい時に公表したり受容されたりできるڥ؀が੔ͬて
いることや，行੓がػೳしていないと൑அした場合
に，੓࣏的行ҝを行うݖརが保োされることをٻめる

ものである。
　社会保োとฉくと，生活保ޢඅやิॿۚをڅ付した
り，職業を紹介したりする経ࡁ的な支援をࢥいුか΂
る生ెが多いかもしれない。実際に経ࡁ的な支援もॏ
要な໾ׂを果たしているが，ࠓճは地域の社会的な支
援に注目する。ۚમ的な支援は一時的には༗効であͬ
ても，ケイパビリティの視点からݟると，ඞずしも༗

　第２時「ヤングケアラーとڞ生社会」

学習内容 生ెのओな൓Ԡ 教ࢣの働きかけ・ཹҙ点
１．前時の学習をৼり返る。

２．༩えられた条件下で，高
松市内のどこに૬ஊػ関を
てて，どのような人を഑ݐ
ஔする΂きかをߟえる。

ᾇ ݸ人でߟえる。
ᾈ 全体にڞ༗する。

３．ࣗ分がͬࠔたときに૬ஊ
できる大人は਎ۙにいるの
かߟえる。

４．高松市子育て支援課の職
員の方からのߨධをฉく。

５．２時間の授業をৼり返
り，ߟえたことを記ड़す
る。

たときにSOSを出すことがී通にできることがͬࠔ・
理૝ͩͬたな。

＜どこに建てるべきか＞
・૬ஊする場所が学校にあると૬ஊしやすい。
・֗中に作るなら，バスఀやӺのۙくにしないといけ

ない。
・Φンライン上の方が，気ܰに૬ஊできるし，場所に

もࠔらない。
＜だれを配置するべきか＞
・୲೚のઌ生が一番૬ஊしやすい。
・知らない人にはなかなか૬ஊしにくい。
・ࣗ分を知らない人の方が返ͬて話しやすいかもしれ

ない。
・SCやSSWのઌ生なら話すこともできそうͩな。
・保健ࣨのઌ生ͩと気ܰに話すことができる。
・ࣗ分たͪも૬ஊに৐ることができるかもしれない。

・Ո଒には૬ஊできる。
・学校のઌ生や保健ࣨのઌ生には૬ஊすることができ

る。
・ࣗ分のपりには，ͬࠔた時にॿけてくれる大人がた

くさΜいることが分かͬた。

たときに，SOSを出すことはஏずかしいことでͬࠔ・
はなく，౰たり前のことͩ。

ʲظ଴される生ెの൓Ԡʳ
ヤングケアラーはࣗ分とҟなるଘ在ではなく，誰でも
ヤングケアラーになるՄೳੑがある。ਐ学やब職のػ
会すらないヤングケアラーには，社会全体でそのػ会
を保োするඞ要がある。また，ࣗ分のपりにはͬࠔた
時にॿけてくれる大人がたくさΜおり，SOSを出すこ
とができるとΘかͬた。など

・਎のճりの大人にSOSを出すことができる
ことが大੾であることをৼり返る。

・SOSを出す際に，どこに行け͹いいのか，
誰に૬ஊすれ͹よいのかが問題になりやす
いことを఻える。

＜与えられた条件＞
˖対৅となるヤングケアラーは，高松市にॅ

む子どもである。
˖૬ஊ所は一つでもいいし，ෳ数の૬ஊ所を

作ͬていいものとする。༧ࢉの੍ݶはない
ものとする。

施設（学校・市໾所・ίϛϡχڞଘの公ط˖
ティセンター・ਤ書ؗなど）や，その職員
をར用してもよい。

・子どもでも行きやすいཱ地か，૬ஊしやす
い人になͬているかを֬認する。

・ཱ地条件や഑ஔする人を理由を付けてߟ察
するように指導する。

に֦ࢴえのҟなる３人の生ెに，̖３用ߟ・
大した地ਤに૬ஊ所を記載さͤ，ࠇ൘に
షͬてڞ༗する。

・行੓ػ関や学校以外にも，地域の਎ۙなと
ころに子ども৯ಊのようなNPOஂ体がい
ることを֬認する。

・਎ۙなところにࣗ分をॿけてくれる場所が
あり，ͬࠔた際にはSOSを出しても構Θな
いことをิ଍する。

ද̎　तۀ༻έΠύϏϦςΟɾϦετ
項　　目 内　　　　　　　容

１．ࣗらਐΜで行動する。 ࣗらਐΜでओ体的にߟえ，行動することができる。
２．൷൑的にߟえる。 ࣗ分の人生をよりྑいものにするために，൷൑的にߟࢥすることができる。
。૝૾する・ײڞ．３
　　他者とڞに生きる

਎のճりの問題に気づくことができる。
みΜなが生きやすい社会を創る。

４．ࣗ分のҙݟを఻える。
　　社会にࢀըする。

ࣗ分のҙݟを఻えたり，૬खのҙݟを受け入れたりする社会にするために，ਐΜで行動する。
そして，社会の出དྷ事にڵຯを࣋ͪ，それらに関Θる。

（藤本作成）

。たͪがSOSを出ͤる場所はどこにあれ͹よいかࢲ

ྉ̎ࢿ
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効な支援とはݶらない。๛かで幸෱な生活の実現をߟ
える上でॏ要なことは，「人は実際にԿをすることが
でき，どΜなঢ়ଶになれるか」「そのために，どのよ
うなػ会を実際にखにすることができるか」を問うこ
とである。ࣗݾ੹೚を原則としたݸ別੹೚の観点でߟ
えるのではなく，ओ体的でཱࣗした人間を育むための
協働の観点からߟえる授業を行いたい。本実践では，
ࣗ分のࣗ由を੍ݶされた人ʑに対して，ݸ別੹೚があ
るという姿勢を取るのではなく，ケイパビリティ・ア
プローチの視点から問題をੋ正することのඞ要ੑにつ
いて，学習者ࣗ਎が気づくことにॏ点をஔいた。

̏ɽतۀ実践
　2022年12月16日・19日・20日に，香川大学教育学部
附属高松中学校において，第１学年３学ڃ（101名）
を対৅として、֤学２ڃ୯Ґ時間で藤本が授業を行ͬ
た。授業用ワークγートをຖ時間ճऩし，他学ڃの生
ెへの影響がՄೳなݶり及͹ないよう౒めた。１時間
目は，生ెにヤングケアラーのଘ在とঢ়況をଊえさͤ
た。その上で２時間目には，高松市内にヤングケア
ラーの૬ஊ所を設けることを૝定して，時間・ڑ཭・

アクセス・৺理などの観点から，ヤングケアラーを૬
ஊ所に͛ܨる方法を検討さͤ，ࠔ೉なঢ়況にある子ど
もたͪのケイパビリティの֦ॆについてߟえさͤた。
本実践では，ཱݽした子どもを૬ஊػ関に͛ܨること
を以て，ケイパビリティを広͛る方ࡦとଊえた。な
お，ࣗ分とಉੈ代のヤングケアラーに対するੑײڞを
もͬて解決ࡦを話し合う学習は，学年段֊にଈした方
法で実践Մೳであるとߟえ，第１学年で実施すること
とした。

ʢ̍ʣ第̍࣌ʮݱ୅ࣾ会ͷॾ໰୊ͱ஍Ҭࣾ会ʯ
　は͡めに，ワークγート（資料３）にあるヤングケ
アラーの事例を読Μで，気になͬた部分や印৅に残ͬ
た部分にઢをҾく活動を行ͬた（表３）。̖さΜの生
活の現ঢ়に関して，「AさΜは小学１年生のࠒからຖ
ே６時にىき，ਫ਼ਆ࣬ױでۤしむ฼親に代Θͬてே৯
を作り，Ո଒をىこしてから学校に通ͬていた。」に
ઢをҾいた生ెは51名であり，全体の໿൒数がこの内
容にઢをҾいていた。また，「฼親に言Θれて૟除や
ચ୕といͬたՈ事全ൠを୲うようになり，฼親のༀや
Ոܭの؅理を೚されるようになͬていた。」にઢをҾ

ྉ̏　ϫʔΫγʔτʮϠϯάέΞϥʔͱ͸ʯࢿ
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いた生ెは67 名で，全体の໿３分の２がこの内容に
ઢをҾいていた。さらに，「༑ୡにՈఉの話をしたと
ころ，ࠓまで౰たり前ͩとߟえていたՈ事の࢓事がॳ
めてී通ではないことに気づき，誰にもՈఉの話をし
ないようになͬてしまͬた。」という内容にઢをҾい
た生ెは70名であり，子どもがՈ事全ൠを୲ͬている
ことのҟ常ੑに，AさΜࣗ਎が気づけていなかͬたこ
とにিܸを受けていた。̖さΜの฼親については，

「฼親としてのもどかしさやʰ฼親なら౰たり前ͩ，
౒ྗෆ଍・Ѫ৘ෆ଍ͩʱといͬたੈ間のݫしい੠にۤ
しみ，次第にSOSを出すことをあきらめ，社会からݽ
ཱするようになͬてしまͬた。」にઢをҾいた生ెが
71名と最も多かͬた。生ెからは，SOSを出すことを
ఘめないような社会，ཱݽしないような社会を目指す
΂きͩとࢥうというҙݟや，誰でもSOSを出ͤるよう
にするためにはどうすれ͹いいのͩろうかというٙ問
が出された。
　次に，「子どもらしい生活」や「子どもらしくいら
れる」ための条件についてߟえさͤた。これは，「子
どものݖར」を生み出すためのケイパビリティにண目
さͤるものである。表４は，生ెたͪが「子どもが子
どもでいられる」条件をߟえたものである。最も多
かͬたのは，「ヤングケアラーや子どものݖར，支援
に関する৘報に対して正しい理解をਂめるػ会があ

る。」である。それにଓいて，「पりに૬ஊする人・場
所・ػ会がある。」や「पりに気づいてくれる場所・人・
会がある。」が多かͬた。「子どもが子どもでいられػ
る」ためのඞ要条件は，ヤングケアラーの実ଶについ
ての正しい知ࣝをもͪ理解することで，पりの子ども
が֘౰しているのではないかとߟえたり，実際に気づ
いたりできることである。
　授業のऴΘりに࣭問を行ͬた。一つ目は，ࣗ分たͪ
がヤングケアラーになるՄೳੑはあるのか。ೋつ目
は，ヤングケアラーはそのՈఉのࣗݾ੹೚なのか，そ
れともヤングケアラーを生み出す社会に੹೚があるの
かである。一つ目の࣭問に対しては，֐ࡂやප気，事
などで྆親が๢くなͬた場合，大きなけがやප気をނ
た場合にはࣗ分もヤングケアラーになるՄೳੑがͬױ
あると౴える生ెが多くݟられた。ೋつ目の࣭問で
は，「ࣗݾ੹೚」「社会の੹೚」「ࣗݾと社会の྆方の
੹೚」「どͪらでもない」に対して，「ࣗݾ੹೚」とす
る生ెはなく，ほとΜどの生ెが「社会の੹೚」ある
いは「ࣗݾと社会の྆方の੹೚」と౴えていた。

ʢ̎ʣ第̎࣌ʮϠϯάέΞϥʔͱڞੜࣾ会ʯ
　２時間目は，ヤングケアラーをٹうための૬ஊ所に
ついて，対৅を高松市内のヤングケアラーとし，「ࢲ
たͪがSOSを出ͤる場所はどこにあれ͹よいか」を学

ද̏　ϠϯάέΞϥʔͷྫࣄΛಡΜͰؾʹͳͬͨ෦෼΍印৅ʹͨͬ࢒಺༰
生ెが気になͬた部分や印৅に残ͬた内容 １組 ２組 ３組 合ܭ ׂ合

A 中学1年生のAさΜは，ਫ਼ਆ࣬ױの঱ঢ়がある฼親と，発ୡোがいがあるఋと৘
ॹোがいのあるຓとの４人で฻らしている。 11 14 5 30 29.7ˋ

B AさΜは小学１年生のࠒからຖே６時にىき，ਫ਼ਆ࣬ױでۤしむ฼親に代Θͬ
てே৯を作り，Ո଒をىこしてから学校に通ͬていた。 13 20 18 51 50.5ˋ

C ฼親に言Θれて૟除やચ୕といͬたՈ事全ൠを୲うようになり，฼親のༀやՈ
。の؅理を೚されるようになͬていたܭ 27 24 16 67 66.3ˋ

D ༑ୡにՈఉの話をしたところ，ࠓまで౰たり前ͩとߟえていたՈ事の࢓事がॳめ
てී通ではないことに気づき，誰にもՈఉの話をしないようになͬてしまͬた。 27 19 24 70 69.3ˋ

E AさΜの฼親はՈఉの事৘が原因で，༮গのࠒからਫ਼ਆ࣬ױの঱ঢ়に೰Μでいた。 0 2 3 5 5.0ˋ

F 現在は気分のුき௜みがܹしく，ࣗই行ҝやༀの過৒ઁ取が日常஡൧事となͬ
ている。 3 6 5 14 13.9ˋ

G もともと฼親のੑ֨はとてもま͡めかつؤுり԰で，なΜでもきͪΜと取り組
みたいというڧさがあͬた。 7 2 1 10 9.9ˋ

H
介ޢの࢓事もධ൑がඇ常によかͬたが，発ୡোがいのあるଉ子（AさΜのఋ）
が保育Ԃで問題行動をىこし，小学校ではෆొ校になることもあͬて，࢓事を
ଓけていくことができなくなͬてしまͬた。

4 15 3 22 21.8ˋ

I
฼親としてのもどかしさや，「฼親なら౰たり前ͩ，౒ྗෆ଍・Ѫ৘ෆ଍ͩ」と
いͬたੈ間のݫしい੠にۤしみ，次第にSOSを出すことをあきらめ，社会から
。するようになͬてしまͬたཱݽ

20 25 26 71 70.3ˋ

（１組35名，２組32名，３組34名，総数101名）
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習課題とした。૬ஊ所をߟえる上で，設ஔする場所，
഑属する人員，実際に行う内容のࡾつの点からߟ察し
た（資料４）。この学習課題は，高松市健߁෱ہࢱこ
どもະདྷ部子育て支援課の方ʑにฉき取りௐ査を行う
過程を経てߟ案したものである。「どこに૬ஊ所があ
れ͹，そしてどのような人が対Ԡすれ͹，子どもたͪ
は૬ஊすることができるのか」という問いは，生ెの
視点で解決する案をߟえることができるため，社会ࢀ
ըҙࣝを高める上でも༗効であるとߟえる。
　表５は，生ెがߟえた૬ஊ所の設ஔ場所をまとめた
ものである。ݝி・市໾所は，ݟた目が特௃的ͩから
ཱ地が分かりやすく，子どもでも行きやすいのではな
いかというҙݟが出された。これに対し，ヤングケア
ラーは人目を気にするかもしれないため，人が集まる
場所は行きにくいのではないかというҙݟも出され
た。݁ہ，高松市全域にݐてた方が子どもにも行きや
すいのではないか，としてෳ数の場所に設けるという
ҙݟが多くを઎めた。その際，ίンパスを࢖用しなが
ら൒３ܘʙ５kmݍごとに設ஔする，֤中学校区にそ
れͧれ設ஔするために小学校・中学校内やその付ۙに
設ஔする，ίϛϡχティセンターに設ஔする，公ަڞ
通ػ関のӺ・バスఀのۙくに設ஔするというように，
生ెたͪは༷ʑなҙݟを出し合ͬた。また，人口が集

中する高松市๺部（番町・高松Ӻपล）にはヤングケ
アラーも多いのではないかというԾઆをཱてて，その

ද̐　ʮࢠͲ΋͕ࢠͲ΋Ͱ͍ΒΕΔʯͨΊͷ৚݅
条　　　　件 １組 ２組 ３組 合ܭ ׂ合

पりに気づいてくれる場所・人・ػ会がある。 15 9 9 33 32.7ˋ
पりにॿけてくれる場所・人・ػ会がある。 11 2 2 15 14.9ˋ
पりに૬ஊする人・場所・ػ会がある。 19 20 14 53 52.5ˋ
ヤングケアラーに対する気づかいがある。 3 5 3 11 10.9ˋ
ਝ速な支援やサϙートがある。 0 7 1 8 7.9ˋ
ヤングケアラーや子どものݖར，支援に関する৘
報に対して正しい理解をਂめるػ会がある。 21 16 19 56 55.4ˋ

ヤングケアラーに৺ແい発言や行動をしない。 2 0 1 3 3.0ˋ
੓࣏にࢀՃすることができる。 12 0 0 12 11.9ˋ
現ঢ়・ҙݟを఻えることができる。 9 2 2 13 12.9ˋ
公ڞ施設（学校やප院）の੔උ。 3 10 5 18 17.8ˋ
৯料をಘることができる。 2 0 0 2 2.0ˋ
ϔルパーやՈ੓්，ボランティアを೿ݣする。 2 15 13 30 29.7ˋ
経ࡁ的支援を受けることができる。 3 5 3 11 10.9ˋ
ਫ਼ਆ的ෆ安やストϨスがない。 1 1 2 4 4.0ˋ
条໿・国内法を੔උする。 1 0 0 1 1.0ˋ
経ࡁ的に安定している。 0 0 1 1 1.0ˋ
学校に行けて，ࣗ分の時間がある。 2 1 3 6 5.9ˋ

（１組35名，２組32名，３組34名，総数101名）

ըʯܭྉ̐　ϫʔΫγʔτʮ૬ஊ৔ॴͷࢿ
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地域に૬ஊ所を設ஔする案をࣔす生ె，高松市中ԝ部
（香川町付ۙ）やೆ部（Ԙߐ町付ۙ）は高松市๺部と
ൺ΂ると人口がগないので，૬ஊ所ࣗ体がෆ଍してい
るのではないかと༧૝してߟえる生ెもいた。さらに
૬ஊ所を新たに設ஔするのではなく，૬ஊ所に行くこ
とを᪳᪯する子どもやࣗ分の時間がなかなか取れない
子どものために，Φンライン上に૬ஊ所を設け，ඞ要
があれ͹市໾所等の行੓施設で対面による૬ஊを行う
というҙݟも出された。
༗する際に，「૬ஊ所ڞを全体にݟえたҙߟ人がݸ　
には問題を૬ஊする部門と実際に解決する部門のೋつ
があるのではないか」というٙ問が出された。話し合
いの݁果，૬ஊ所の部門がೋつあͬて対Ԡする୲౰者
が変化すると૬ஊ者の৺理的なෛ୲は大きくなるの
で，部門を౷一することで୲౰者が変化しないような
੍౓を作ͬていく΂きである，ということになͬた。
このҙݟは，高松市子育て支援課が実施しようとして
いる取り組みと合கした内容でもある。
　表６は，ある学ڃのৼり返りの記ड़である。ヤング
ケアラーや子ども৯ಊのことを知ることができてよ
かͬたこと，SOSを発৴できるڥ؀が大੾なこと，ࣗ
分もヤングケアラーになるՄೳੑのあること，ࣗ分た
ͪにもできそうなことがあること，行੓が対ࡦに取り
組Μでいること，などが௲られている。また，ヤング
ケアラー問題のࡁٹの೉しさや本౰に大人たͪがॿけ
てくれるのか，というٙ問も記されていた。
　学習を通して，生ెたͪは，す΂てを行੓ػ関にҕ
Ͷるのではなく，学校ができること，Ոఉでできるこ
と，そしてࣗ分たͪができることなど，༷ʑな支援の
在り方についてߟえることができたといえよう。

ᶛɽ͓ΘΓʹ
　本研究のҙٛは，ᶃケイパビリティ・アプローチの
視点から，ヤングケアラー問題を教材として社会問題
の発ݟ及び解決を目指す授業開発を行ͬたこと，ᶄ行
੓ػ関と連ܞし，ࠔ೉な問題の解決をࢼみる授業実践
を行ͬたこと，ᶅ授業内で表れたҙݟを高松市健߁෱
し，市੓に໾ཱڙこどもະདྷ部子育て支援課に提ہࢱ
てていたͩくようにしたこと，などである。
　一方で，次のような課題が໌らかとなͬた。一点目
は，ケイパビリティ・リストを用いて授業を行うにあ
たり，内容をݟ直し改ળするඞ要のあることである。
ೋ点目として，ヤングケアラーへの対Ԡは，国や地方
公ஂڞ体でもॹにबいた͹かりであり，現在は社会的
認知౓の向上を目指すܒ発活動が活動の中৺になͬて
いるため，実ଶにଈしたৄしい৘報をಘることがࠔ೉
ͩͬたことである。
　授業内容や方法のෆे分さは൱めないものの，ヤン
グケアラーの問題をいͪૣく取り上͛て行ͬた本実践
は，ヤングケアラーの認知౓の֦大ͩけではなく，問
題の発ݟ及び解決ྗの育成に向けた取り組みとしても
ҙٛのある授業になͬたのではないͩろうか。

ம
（１）౉部ཽ也「社会問題提ྗى育成をめ͟した社会科授業の

構૝―米国ٸਐ೿教育論の൷൑的検討を通して―」全国社
会科教育学会ʰ社会科研究ʱ第69号，2008年，pp.１-２。

（２）千田༗紀「構築ओٛのܥේ」上野千௽子編ʰ構築ओٛと
はԿかʱႻ૲書๪，2001年，p.19。

（３）ֳ議決定（別ࢴ）「こども੓ࡦの新たなਪਐ体੍に関する
基本方針についてʙこどもまΜなか社会を目指すこどもՈ
ఉிの創設ʙ令和３年12月21日」，2021年，p.13。

（４）ᖂ԰智子ʰヤングケアラー―介ޢを୲う子ども・ए者の
現実ʱ中公新書，2018年，p.ᾜ。

（５）ᖛ島॔ዳʰ子ども介ޢ者―ヤングケアラーの現実と社会
のนʱ֯川新書，2021年，p.34。

（６）ຖ日新ฉ取材൝ʰヤングケアラー―介ޢする子どもた
ͪ―ʱຖ日新ฉ出൛，2021年，pp.33-34。

（７）アマルティア・センは，ݶݖを「ある社会において正౰
な方法でʰあるࡒの集まりをखに入れ，もしくはࣗ由に用
いることのできるೳྗ・資֨ ，ɦあるいは，そのようなೳ
ྗ・資֨によͬてʰある人がखに入れ，もしくはࣗ由に用
いることができるࡒの組み合Θͤの集合 」ɦというҙຯで
用いている（ࠇ崎୎・山崎幸 「࣏༁者まえがき」アマルティ
ア・センʰශࠔとٌծʱؠ೾書ళ，2000年，p.ᾠ）。ਆ島

ද̑　ੜె͕ͨ͑ߟ૬ஊॴͷઃஔ৔ॴ
૬ஊ所の設ஔ場所ީิ １組 ２組 ３組 合ܭ

ி・市໾所ݝ 11 2 5 18
高松市全域 9 22 10 41
小学校・中学校付ۙ 2 4 2 8
小学校・中学校，ίϛϡχティセンター 1 1 7 9
高松市๺部・人口集中地点 7 7 6 20
高松市中ԝ部 3 2 1 6
高松市ೆ部 4 5 2 11
Φンライン上，電話対Ԡ 1 0 0 1
঎業施設 1 0 1 2

୯Ґ：名
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ද̒　ੜెͷৼΓฦΓͷهड़ʢ第̎࣌ͷ·ͱΊʣ
ৼ　　　　り　　　　返　　　　り

1 をڥも実際にࣗ分がヤングケアラーになͬたら，ࣗ分でSOSを出ͤるか分かりまͤΜ。ͩから，;ͩΜからそういう子がSOSを出しやすいような؀ࢲ
つくͬていくことが大੾ͩなとࢥいました。

2 た時にॿけてくれる人や場所が਎ۙにあるということがとても大੾ͩとΘかりました。また，૬ஊ所を作るときに大੾なこともͬࠔ，ճの授業ではࠓ
たくさΜ学΂てよかͬたです。

3 ヤングケアラーにはͩれでもなるՄೳੑがあるので，༑ୡの行動や気࣋ͪの変化もݟながら生活したい。

4 「ヤングケアラー」の෯は広く，૝૾以上にたくさΜډるとࢥうので，もͬとたくさΜの人が知り，ٹえる場所を作るඞ要があるとࢥいました。また，
そもそもࣗ分が「ヤングケアラー」ͩと気付けていない人にはどうする΂きかߟえなけれ͹いけないとࢥいました。

5 ヤングケアラーは他の人に知られることに఍߅があることがある。カウンセラー，ヤングケアラーを経験した人などに૬ஊできる。
6 ࣗ分はヤングケアラーではないけれど，ۙ所づきあいは大੾ͩとͬࢥた。

7 こども৯ಊ，Ոのۙくにありましたが勇気が出ず，１ճもいͬたことがありまͤΜでした。でも，๻がそこにいくことで，ಉ͡ように勇気がでないで
いたͬࠔた人ʑがॿかると知りました。

8 ヤングケアラーを人ごとͩとࢥΘず，ࢲたͪがٹえることもあるとͬࢥて行動したい。

9 ヤングケアラーはχϡースの特集以外でฉいたことがなかͬたので，ヤングケアラーにたいする理解をਂめられ，それについての対Ԡも学΂てとても
面നい授業でした。

10 ヤングケアラーについて知ͬて，ࢲは知らなかͬたのでとてもڻいていた。もͬとたくさΜの人にも知ͬてもらえるように，学校の授業でも取り扱う
とྑいとͬࢥた。知ͬた人がগしでも૿えることでヤングケアラーのঢ়ଶがগしでも変Θるとࢥう。

11 対ࡦを決めるのに時間がかかͬた。੍ڧ的に૬ஊされる͙らいしないと๻は૬ஊ所に行けない。
12 。的に取り組むことができてྑかͬたですۃ問題となͬていることにੵ，ࠓ

13 ヤングケアラーの人たͪは૬ஊする場所があͬても，૬ஊしにくいこともあるので，༑ୡがどΜな対Ԡをするのかも大事ͩなとࢥいました。ࢲも子ど
も৯ಊにいͬてみたいとࢥいました。

14 ヤングケアラーに関してࣗ分がヤングケアラーであることに気づいていない人もいるのではないかとࢥいました。そΜな人も含めたヤングケアラーが
。いますࢥΘれれ͹とٹ

15 ヤングケアラーをແくしていくためにどうすれ͹よいのかを，ࣗ分がもしヤングケアラーͩͬたらという目ઢなどでߟえていくことができました。も
しヤングケアラーの༑ୡをݟつけたときにどのように行動する΂きかߟえていきたいです。

16
市໾所が対ࡦをߟえていることは知ͬていたが，ࣗ分のͬࢥていた以上にいろいろなことをしていた。਎のճりには，୔山ॿけてくれる大人がいて，
ࣗ分もٹえるときがあるから，ٹえる時はٹいたいとࢥいます。また，ヤングケアラーがSOSをͩͤる場所をつくるために，気ܰに଍を運΂る場所が
大੾ͩとΘかりました。

17 。が知ͬている「૭口」は૬ஊするほうの૭口で解決するほうの૭口は知らなかͬたので，新しく知ることができてྑかͬたࢲ

18 「子ども৯ಊ」というものをは͡めて知りました。ࢲみたいな，そもそもଘ在を知らない人がいるから，ヤングケアラーが行きたいけど，行きにくい
ঢ়況になͬているかな...とࢥいました。ͻまがあれ͹行ͬてみたいです。

19
までヤングケアラーについて全વฉいてこなかͬたけれど，この授業を通してヤングケアラーについて知れてよかͬたです。クラスに１人いるׂ合ࠓ
でヤングケアラーがいるとしΐう͛きを受けました。また，ࢲがいつかヤングケアラーになͬたときがあれ͹市໾所やݝிなどに૬ஊしてみたいとࢥ
いました。

20 「子ども৯ಊ」というものがあることをは͡めて知ͬた。他にも支援している場所などがあͬたらௐ΂てみたい。

21 。ճ，ヤングケアラーという人がいるということをは͡めて知り，その人ୡはなかなかࣗ分のことを૬ஊすることができていないことを学Μͩࠓはࢲ
ͩから，もし༑ୡとかから૬ஊがあͬたら一生けΜ໋その人の話をฉいてあ͛ようとͬࢥた。

22
ヤングケアラーのਂࠁさについて学΂た。でもそのヤングケアラーに対して，「子ども৯ಊ」をච಄に市やݝの方ʑがたくさΜ動いていることについ
ても知れた。アンケートの݁果で「༑ͩͪ」に૬ஊしたい人が多いことから，ࣗ分も༑ୡから૬ஊされることがあるかもしれないということが分かͬ
た。ࣗ分事としてとらえ૬ஊを受けることが大੾ͩと分かͬた。しͤつをつくͬても，ヤングケアラーがٹえるかどうかは分からない。

23
ヤングケアラーにݶらず，ॿけをٻめるということはそΜなに大͛さなことではないのかなとࢥいました。૬ஊ所をつくͬても全ての人がٹΘれるΘ
けではないけれど，その一าが大੾なΜͩとࢥいました。ヤングケアラーの場合，૬ஊ૬खの中で「Ո଒」という項目がফえるので，બ୒ࢶがݮるこ
とが大きいとࢥいました。

24 ૬ஊできるところがあͬても，行かない人は多いとࢥうので，ٹうのは೉しいと͡ײた。

25 ヤングケアラーは૬ஊ所を作るͩけではٹうことはできない。けれども，ͬࠔたときに૬ஊできる場所があれ͹，গしでもヤングケアラーの৺のෛ୲
がݮるとࢥえた。૬ஊするのに，（１人の人が１౓にたくさΜの人と会話できる）AIでチϟットがある૬ஊをすれ͹いいとߟえた。

26 ヤングケアラーのखॿけをできる人は૬ஊ所ͩけでなく，地域ަྲྀなど๻たͪにもできそうなことがたくさΜあるということが分かりました。
27 大人ͩけではなく，ࢲたͪのような子どもでも話をきいてྗになれる。子ども৯ಊなどの地域の支援もしている。ࣗ分でもௐ΂てみたいです。

28
前ճは子ڙ（ヤングケアラー）の気࣋ͪについてߟえなかͬたけれど，ࠓճ，子ڙ（ヤングケアラー）の気࣋ͪ，ཱ場からߟえてみたら֬かに૬ஊし
にくいことを話すのを༑ୡやઌ生にはしにくいことがあͬたら，ࣗ分にあͬた૬ஊ場所をબΜͩりなど，ࣗ分に合Θͤることが大੾ͩとあらためて
。たͬࢥ

29 ਎のまΘりにもヤングケアラーがいるかもしれないので，やͬͺり分かͬた時はよりͬدてあ͛たいなとͬࢥた。藤本ઌ生はࣗ分がヤングケアラーͩ
と気づいていないパターンが多いと言ͬていたけど，その人数も気になͬた。

30
ࣗ分が૬ஊするというཱ場になͬたとき，やはり勇気を出して行ͬてみても解決ࡦが出たりしないとҙຯがないとͬࢥてしまい，ଓけていくことが本
౰に೉しいとࢥいます。（カウンセラーの体験あるけれどʜ）解決ࡦ・૬ஊの૭口が一ॹで，さらに૬ஊしやすい経験者やಉੑである人をબͿことの
できる૬ஊ所がほしいです。

31 ヤングケアラーは親のੈ話をしなけれ͹ならないので，ंも࢖えないし時間もないとࢥいました。他にԿか取組みとかあͬたりͬてしますかʁ SOSを
出す場所は୔山ありますが，本౰に全ての大人がॿけてくれますかʁまたSOSを出す場所は親のॿけがඞ要ͩとͬࢥたので೉しいなと͡ײました。

32 もしもࣗ分たͪがͬࠔたことになͬたときにॿけてくれる人は਎ۙでもたくさΜいる上にࣗ分がॿける人になることもあるのが分かͬたので֮えてお
きたい。 ࣭問：ݝி職員の方や市໾所職員の方は，ヤングケアラーのような問題に対して۩体的にԿをしているか。
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༟子によれ͹，センはݶݖのݯઘは社会関܎にあり，人ݖ
のݯઘは，ある人がある国Ոの国民であることではなく，
その人が人間であること，つまり人間としてのݖ原にある
とする（ਆ島ʰϙスト・ロールζの正ٛ論―ϙッゲ・セン・
ψスバウムʱϛωルϰァ書๪，2015年）。

（８）ന井ढ़ʰOECD Education2030プロδΣクトがඳく教育
のະདྷ―ΤーδΣンγー，資࣭・ೳྗとカリキϡラム―ʱ
ϛωルϰァ書๪，2020年，p.79。

（９）δϣン・ロールζ著，川本ོ࢙・෱間聡・ਆ島༟子༁ʰ正
ٛ論　改訂൛ʱ紀ҏᅳ԰書ళ，2010年，pp.83-89。

（10）ம（９）ロールζ前掲書，p86。
（11）アマルティア・セン著，஑本幸生・野上༟生・ࠤ藤ਔ༁h ෆ

平等の࠶検討―જ在ೳྗとࣗ由―ʱؠ೾書ళ，1999年，
pp.123-125。

（12）ம（11）セン前掲書，pp.59-60。
（13）マーサ・C.ψスバウム著，ਆ島༟子༁ʰ正ٛのフロンティ

ア―ো֕者・外国人・動෺というڥքをӽえてʱ法੓大学
出൛2012，ہ年，pp.88-92。広੉༔ࡾによれ͹，センは，
人間がよりよく生きることをՄೳにする実࣭的ࣗ由を保証
する指ඪとしてケイパビリティを提এしており，文化的・
社会的・経ࡁ的ঢ়況によͬて変化するため，チΣックリス
トにؐ元してしまうことをආけたのに対し，ψスバウム
は，ଚݫのある人間の人生の中৺的な要ٻ事項として正౰
化される΂き一ൠ的目ඪとして，リストを׶えて提ࣔする
ことで，ᐆດさ，૬対ੑ，ந৅ੑの問題を৐りӽえようと
したとされる（広੉「地理教育とケイパビリティの創出
―地理教育と教育学の対話のઌにあるもの―」ࢤ村ڤ編著

ʰ社会科教育へのケイパビリティ・アプローチ―知ࣝ・カ
リキϡラム・教員ཆ成ʱ෩間書๪，2021年，pp.62-63）。

（14）ம（13）ψスバウム前掲書，p.89。
（15）അ上美知「ケイパビリティ・アプローチのՄೳੑと課題

―֨ࠩ問題への新たな視点の検討として―」日本教育学会
ʰ教育学研究ʱ第73ר第４号，2006年，p.104。

（16）例え͹，社会科教育において，ケイパビリティ・アプロー
チは「ྗڧい学問的知ࣝ」との関܎で注目されている。そ
れは，「ྗڧい学問的知ࣝ」の教授を行うカリキϡラムが，
教育本དྷの目的である子どものケイパビリティの֦大に資
するというものである（ࢤ村ڤ前掲書，pp.１Ȃ20）。また
鈴木正行は，社会科が育てる΂き市民的資࣭の一つとして
社会的構૝ྗを提案し，社会的構૝ྗ及びその基൫となる
基ఈ的Ձ஋観の形成に向けた実践を行ͬた。社会の在り方
を構૝する際の基ఈ的Ձ஋は，「人間のଚݫ」及びそれを
実現するための੓ࡦ希ٻ的Ձ஋である「人間の安全保ো」
である（鈴木「中学校社会科における社会的構૝ྗの育成

をめ͟した୯元開発と実践―基ఈ的Ձ஋としてのʰ人間の
ଚݫʱ及びʰ人間の安全保োʱにண目して―」日本社会科
教育学会ʰ社会科教育研究ʱNo.120，2013年，pp.35-47）。
センによる「人間の安全保ো」論は，ケイパビリティ・ア
プローチをෑᔤしたものであり，高ྸ者やো֐者，ࣦ業
者，生活ځࠔ者，ϗームϨス，ඃࠩ別者，ঁੑなどのपԑ
化された人ʑをҙࣝ化さͤて問題としてුかび上がらͤ，
解決への行動を社会にڧくٻめるものである。

（17）ळ田ਅ「̖・センのケイパビリティーアプローチを用い
た小学校社会科学習―第６学年公民分野 h ੈքの中の日
本ʱの取組より―」日本公民教育学会ʰ公民教育研究ʱ
Vol.23，2015年，pp.69-78。

（18）അ上美知「小学校社会科 ケイパビリティ・リストを用い
た基本的人ݖの学習について―言語活動のॆ実した授業の
୳ٻとして―」h 川村学Ԃঁ子大学研究紀要ʱ第25２ר号，
2014年，pp.155-170。

（19）令和２年౓子ども・子育て支援ਪਐௐ査研究事業ʰヤン
グケアラーの実ଶに関するௐ査研究報告書 令和３年３月ʱ
研究事ࡦ式会社੓גඛUFJリサーチˍίンサルティングࡾ
業本部，2021年，p.44-47。

（20）高松市総合教育会議ʰヤングケアラーへの支援について 
令和４年７月21日ʱ健߁෱ہࢱ子育て支援課 教育ہ学校
教育課，2022年。

（21）「たかまつ子ども৯ಊωットワーク・ϗームペーδ」
h t t p s : / / p e r a i c h i . c o m / l a n d i n g @ p a g e s / v i e w /
takamatsukodomosyokudo　2023年９月20日最ऴӾཡ。

ँࣙ
　本研究をਐめるにあたり，高松市健߁෱ہࢱこども
ະདྷ部子育て支援課・こどもঁੑ૬ஊ課，香川ݝ健߁
෱ࢱ部子ども੓ࡦਪਐہ子どもՈఉ課，高松市地域子
育て支援センターय़日こどもԂ，NPOΏうΏうクラ
ブのօ༷などから多くの資料や৘報をご提ڙいたͩき
ました。また，高松市子育て支援課のօ༷には，実践
授業にごࢀՃいたͩき，生ెたͪのҙݟを市民のҙݟ
としてධՁしていたͩきました。藤本の授業実践にあ
たͬては，香川大学教育学部附属高松中学校の∁橋ൣ
久ઌ生から授業実践のوॏなػ会と多大なご指導・ご
ॿ言をいたͩきました。ご支援・ご協ྗいたͩいたօ
༷にਂくँײਃし上͛ます。

෇ه
　本研究は，藤本雅也のଔ業論文「ケイパビリティ・
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アプローチの視点による社会問題に迫る中学校社会科
の授業開発―解決ࠔ೉な社会問題，ヤングケアラーを
通して―」（2023年１月）をもとに，理論上の課題等
についてՃ除修正し，検討をॏͶて新たに構成した。
本研究の成果は，令和５年౓「学部教員と附属学校Ԃ
教員によるڞಉ研究プロδΣクト」ʤ鈴木正行（香川
大学），藤本雅也（坂出市ཱനๆ中学校），小野智࢙・
∁橋ൣ久・宮武ণ代（附属高松中学校），大西正芳・
藤本大و（附属坂出中学校）ʥ，及び科学研究අॿ成ۚ
基൫研究（C）「多文化・多民଒化社会におけるྙ理観・
法的解決ೳྗの育成に関するカリキϡラム開発」（課
題番号21K02439研究代表：鈴木正行）によるもので
ある。
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